
震災復興政策の検証と
新産業創出への提言
地域産業復興調査研究シンポジウム in 仙台

─広域的かつ多様な課題を見据えながら
「新たな地域モデル」を目指す─

2013年
10:00 17:00～

11月2日（土）
東北大学片平キャンパス さくらホール

時  間

公共交通機関をご利用ください

仙台市営バス

タクシー

◎仙台駅前11番のりばより
霊屋橋・動物公園経由 緑ヶ丘三丁目行／
霊屋橋・動物公園・日赤病院経由 八木山南団地行
乗車→東北大正門前バス停下車（約10分、180円）

◎仙台駅前12番のりばより
霊屋橋・動物公園・西の平経由 長町南駅・長町（営）行
乗車→東北大正門前バス停下車（約10分、180円）

仙台駅西口から約10分

入場無料

場  所
北 門

正 門

南 門

　復興元年と言われた昨年から今年にかけて、復興庁・復興局の設置および予算規模の拡大など

復興に向けた政策フレームが整備されました。震災直後にスタートした「地域産業復興調査研究プロ

ジェクト」では、復旧から復興に向かう多くの現場の協力を得ながら調査研究を進めてきました。

　震災後3年目に入り、集中復興期間も中間点を過ぎました。もとより復興は長期にわたる国家事業

ですが、これまでの政策やそれに基づく取り組みの実効性と共に今後の見通しも問われ始めていま

す。今年のシンポジウムでは、昨年度開始した企業アンケート調査をはじめとする各調査研究活動

から復興政策や取り組みのあり方を考え、さらに将来の地域を構想するうえで有意な情報を発信

したいと考えています。



プログラム

1. 開会挨拶

東北大学大学院経済学研究科長　　大滝 精一

3. 閉会挨拶

東北大学大学院経済学研究科震災復興研究センター長　　増田 聡

2. 調査プロジェクト報告

第1部：企業活動と経済・財政動向からみる復興

第2部：産業・社会活動にみる復興ステージの現状と課題

第3部：新産業創出への試み

〈昼食〉

〈休憩〉

開催日時と場所は下記のとおりです。

プログラム等は後日、地域イノベーション研究センターのホームページにてご案内いたします。

東北大学大学院経済学研究科地域イノベーション研究センター
〒980-8577 仙台市青葉区片平2丁目1-1 エクステンション教育研究棟6階

TEL.022-217-6265  FAX.022-217-6266  HP. http://www.econ.tohoku.ac.jp/rirc/

※メールでもお申込いただけます。　sympo2013＠econ.tohoku.ac.jp

FAX.お申し込み用紙

FAX.022-217-6266
参加者氏名
フリガナ FAX番号

所属機関・役職

住所　　〒

電話番号または E-mail

お申込締切日：10月30日（水）

申込先：地域イノベーション研究センター

地域産業復興調査研究シンポジウム in 東京 開催のお知らせ
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2013年11月21日（木）  開始予定時刻 13：30日 時

大手町フィナンシャルシティサウスタワー3階 カンファレンスセンター
（東京都千代田区大手町1－9－7）

場 所

─広域的かつ多様な課題を見据えながら
「新たな地域モデル」を目指す─

地域産業復興調査研究シンポジウム in 仙台


